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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部層に接着された内部コア層を含む、共押出もしくは共射出された複数層を含むまた
はそれから製造された３層構造体であって、
　前記内部コア層はポリアミドＭＸＤ６であり；
　前記外部層はスルホン酸含有ポリエステル又はブレンドであって、
　　前記スルホン酸含有ポリエステルは、５－スルホイソフタル酸、前記酸の塩、前記酸
のエステル又は前記塩のエステル；テレフタル酸又はテレフタル酸ジエステル；及びエチ
レングリコールの三元共重合体であり、かつ、
　　前記ブレンドは、（１）ポリエチレンテレフタレート・５－スルホイソフタレートナ
トリウム三元共重合体とポリエーテルエステルエラストマーブロック共重合体とのブレン
ド、（２）ポリエチレンテレフタレート・５－スルホイソフタレートナトリウム三元共重
合体とポリエチレンテレフタレートとのブレンド、（３）ポリエチレンテレフタレート・
５－スルホイソフタレートナトリウム三元共重合体とエチレン／アクリル酸共重合体とエ
チレン／アクリル酸メチル共重合体とのブレンド、又は（４）ポリエチレンテレフタレー
ト・５－スルホイソフタレートナトリウム三元共重合体とエチレン／アクリル酸共重合体
とエチレン／アクリル酸ｎ－ブチル共重合体とのブレンドである、
前記構造体。
【請求項２】
　多層構造体を含むまたはそれから製造された物品であって、該物品が射出成形中空物品
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、ブロー成形ボトル、または両方であり、該構造体が請求項１で特徴付けられるようなも
のであり、そして該物品、該構造体、または両方が任意選択的に少なくとも１つの酸素ス
カベンジャーを含む物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スルホン酸コモノマーを含むポリエステル組成物に、ボトル・プリフォーム
およびブロー成形ボトルとして使用される射出成形中空物品、または共押出もしくは共射
出された多層構造体のような該組成物を含むまたはそれから製造された物品に、ならびに
包装製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　多数の射出成形品の形成での材料としてのポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）およ
び類似の材料の使用は当該技術でよく知られている。例えば、ボトルおよび容器工業にお
いて、射出成形ＰＥＴプリフォームのブロー成形は広く受け入れられてきた。ＰＥＴ材料
は一般に高強度、高光沢、良好な透明度、および低いガス透過特性を有し、リサイクルが
比較的容易である。
【０００３】
　幾つかの用途について、ＰＥＴから製造された容器は、例えば、容器中へのまたは容器
からのガスおよび／または水分透過に対して十分なバリアを提供しないかもしれない。他
のニーズには、可視および／または紫外光による分解からの内容物の保護が含まれるかも
しれない。ミルクおよび他の乳製品を可視およびＵＶ光ならびに酸素から保護することが
望ましい。ミルクボトル向けに当該技術で公知の一構造体は、ＵＶおよび／または可視光
からの保護のための白／黒／白高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）多層構造体である。
【０００４】
　ポリエステルの他のポリマーとのブレンドが改善されたバリア性を提供するために使用
されてもよいが、それらは通常のポリマーリサイクリング流れに好適ではない。二酸化チ
タン（ＴＩＯ2）のようなフィラーは艶消剤としての機能を果たし、そしてＰＥＴの「輝
き」に悪影響を及ばし得る。
【０００５】
　あるいはまた、多層構造体が、改善されたバリア材料に対するニーズに対処するために
開発されてきた。多層パッケージでの他の望ましい特性には、改善された熱変形性および
シーリング特性ならびに着色パッケージを生み出すときの柔軟性が含まれる。
【０００６】
　多層構造体はしばしば、互いに非相溶性である異なる組成を有するポリマーで製造され
る。多層構造体はそれ故、様々な層間に不満足な接着性を示し、不満足なパッケージング
材料をもたらす。多層パッケージングで考慮中の多くの組成物はＰＥＴのようなポリエス
テルと非相溶性であるおよび／または十分に異なるので、それらは分離なしに通常のポリ
マーリサイクリング流れへ導入することができない。
【０００７】
　ＰＥＴと改善されたバリア性を提供する様々な性能層とを含む多層構造体は公知である
。例えば、特公平０４－０５１４２３号公報および日本国特許第２６６３５７８号を参照
されたい。ＰＣＴ公開国際公開第９９／５８３２８号パンフレットもまた参照されたい。
【０００８】
　使用後に容易にリサイクルすることができる、使用の間ずっと十分な層間接着性および
バリア性を持った多層構造体に対するニーズがある。リサイクルすることができる、可視
およびＵＶ光ならびに酸素からの改善された保護付きのＰＥＴを含むミルクおよび他の乳
製品用のボトルを提供することもまた望ましい。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　接着が使用中に層の層間剥離を防ぐのに十分であることができ、かつ、リサイクリング
操作中に層間剥離を可能にするように調節され得る良好な層間接着特性およびバリア特性
を提供することができる多層構造体を含む液体用に使用できる容器は、接着強度を成分の
相対量の変化によって調節できるポリエステル組成物を含む、またはそれから製造するこ
とができる。
【００１０】
　約０．００１～約１５もしくは７モル％、または約０．００５～約７モル％のスルホン
酸コモノマーを含むポリエステル組成物を含む少なくとも１つの外部層に接着された少な
くとも１つの内部コア層を含むまたはそれから製造された共押出または共射出多層構造体
であって、スルホン酸コモノマーがスルホベンゼンジカルボン酸、該酸の塩、該酸のエス
テル、該塩のエステル、またはそれらの２つ以上の組み合わせを含み、該塩がカルシウム
、亜鉛、ナトリウム、またはそれらの２つ以上の組み合わせのような金属対イオンである
ことができる多層構造体。
【００１１】
　第１実施形態では、スルホン酸由来ポリエステル組成物は、バルクポリエステルと、ポ
リエステルと約０．００１～約７モル％、または約０．００５～約７モル％のスルホン酸
コモノマーもしくはその塩との共重合体とのブレンドとして製造される。バルクポリマー
対スルホン酸由来共重合体のブレンド比は０．１：９９．９～９９．９：０．１、好まし
くは７５：２５～９９．９：０．１、より好ましくは８５：１５～９９：１である。
【００１２】
　好ましくは、スルホン酸コモノマーはアルカリ、アルカリ金属または金属対イオンでの
塩の形にあり、カルシウム、亜鉛、リチウムまたはナトリウム対イオンが好ましい。好ま
しくは、スルホン酸コモノマーは共重合体の０．００５～７モル％、より好ましくは０．
０２５～２．５モル％、さらにより好ましくは共重合体の０．０３５～０．５モル％の量
で存在する。０．０８５モル％（二酸モノマーの総モルを基準にして）の特に好ましいタ
ーゲットで、０．００５～０．２５モル％スルホン酸の最終組成範囲へ共重合体をバルク
ポリエステルとブレンドすると、本発明の目的に特に好適な新規組成物を生み出す。ブレ
ンドする前に、スルホン酸コモノマーまたはその塩を含有する共重合体ポリエステルは、
０．２５モル％より大きい、好ましくは、０．２５～０．４９モル％の範囲で０．３５モ
ル％より大きいスルホン酸コモノマー濃度を有するかもしれない。従って、７モル％を含
有するポリエステルの共重合体から出発し、１００対１または０．２５～０．４９モル％
のようなさらにそれ以上の比でバルクポリエステルにブレンドすること。例えば、スルホ
ン酸コモノマーは、ブロック共重合体または上に開示されたブレンド中のような最終組成
物中に０．００５～０．５モル％、または０．１％未満で存在することができる。同様に
例えば、スルホン酸含有コポリエステルは、コポリエステル中に０．５％より多い１５％
以下のスルホン酸を含むことができる（好ましくは０．５～７％、より好ましくは１～３
％）。
【００１３】
　バルクポリマーの例は、約２３０℃～２５８℃の範囲の溶融温度（Ｔm）および０．５
８～１．１の固有粘度（ＩＶ）を有するポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）である。
【００１４】
　第２実施形態では、スルホン酸由来ポリエステル組成物は０．００５～７モル％のスル
ホン酸コモノマーまたはその塩を含むランダムコポリエステルとして製造される。好まし
くは、スルホン酸コモノマーはアルカリ、アルカリ金属または金属対イオンでの塩の形に
あり、カルシウム、亜鉛、リチウムまたはナトリウム対イオンが好ましい。
【００１５】
　第３実施形態では、スルホン酸由来ポリエステル組成物は０．００５～７モル％のスル
ホン酸コモノマーまたはその塩を含むブロックコポリエステルとして製造される。好まし
くは、スルホン酸コモノマーはアルカリ、アルカリ金属または金属対イオンでの塩の形に
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あり、カルシウム、亜鉛、リチウムまたはナトリウム対イオンが好ましい。
【００１６】
　本発明はまた、（ａ）上に定義されたようなスルホン酸由来ポリエステル組成物を含む
少なくとも１つの外部層と、（ｂ）少なくとも１つの内部コア層とを含む射出成形中空物
品を提供する。
【００１７】
　成分（ｂ）の内部コア層での使用に好適な材料の例は、ポリアミド、エチレン／ビニル
アルコール共重合体、ポリ塩化ビニリデン、エチレン・酢酸ビニル共重合体、エチレン／
（メタ）アクリル酸アルキル共重合体、ポリオレフィンおよびポリオレフィン共重合体、
ならびにポリカーボネートよりなる群から選択されたポリマー材料である。
【００１８】
　本発明のこの態様の特定の実施形態は、（ａ）上に定義されたようなスルホン酸由来ポ
リエステル組成物を含む少なくとも１つの層と、（ｂ）少なくとも１つのポリアミド層と
を含む射出成形中空物品である。
【００１９】
　射出成形中空物品は、ブロー成形ボトル用のプリフォーム、またはパリソンとして使用
することができる。
【００２０】
　本発明はまた、（ａ）上に定義されたようなスルホン酸由来ポリエステル組成物を含む
少なくとも１つの外部層と、（ｂ）少なくとも１つの内部コア層とを含むブロー成形ボト
ルを提供する。
【００２１】
　本発明のこの態様の特定の実施形態は、（ａ）上に定義されたようなスルホン酸由来ポ
リエステル組成物を含む少なくとも１つの層と、（ｂ）少なくとも１つのポリアミド層と
を含むブロー成形ボトルである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　「モノマー」は、通常炭素を含有する、低分子量の、似た分子とまたは他の類似の分子
もしくは化合物と組み合わせることによって反応してポリマーを形成することができる比
較的簡単な化合物である。「コモノマー」は、その結果が共重合体である共重合反応で少
なくとも１種の異なるモノマーと共重合するモノマーである。「ポリマー」は重合反応の
生成物であり、ホモポリマー、共重合体、三元共重合体、四元共重合体などを含む。構造
体の層は単一ポリマーより本質的になることができる、またはそれと一緒に、すなわちそ
れとブレンドされて追加のポリマーを有することができる。
【００２３】
　「ホモポリマー」は、単一モノマーの重合から生じるポリマー、すなわち、単一タイプ
の繰り返し単位より本質的になるポリマーである。「共重合体」は、少なくとも２つの異
なるモノマーの重合反応によって形成されたポリマーであり、ランダム共重合体、ブロッ
ク共重合体、グラフト共重合体、またはそれらの２つ以上の組み合わせを含む。
【００２４】
　本明細書で用いるところでは、「ポリアミド」、「ポリエステル」、「ポリウレタン」
などのようなポリマーを特定する用語は、重合して指定タイプのポリマーを形成すること
が知られるモノマーに由来する繰り返し単位を含むポリマーを含むだけでなく、重合して
指定ポリマーを生み出すことが知られるモノマーと共重合することができるコモノマー、
誘導体などをもまた含む。例えば、用語「ポリアミド」は、重合してポリアミドを形成す
るカプロラクタムのようなモノマーに由来する繰り返し単位を含むポリマー、ならびにカ
プロラクタムと単独で重合したときにポリアミドの形成をもたらさないコモノマーとの共
重合に由来する共重合体の両方を包含する。さらに、ポリマーを特定する用語はまた、か
かるポリマーの異なるタイプの他のポリマーとのブレンドを含む。
【００２５】
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　ポリエステルは、結晶化度および光学的透明度を向上させるために核形成されてもよい
。核形成剤が耐温度性を高めるためにＰＥＴ中へ組み入れられてもよい。低いガラス転移
温度（Ｔｇ）のポリエステルを核形成剤として使用することができる。好適な核形成剤に
はまた、ステアリン酸ナトリウムのような、有機酸の塩が含まれる。
【００２６】
　非ポリエステルポリマーが、延伸時に「パールエセンス（ｐｅａｒｌｅｓｅｎｃｅ）」
を提供するために、多層ボトルを製造するために使用される組成物に含められてもよい。
例えば、非ポリエステルポリマーは、エチレンのようなオレフィンとアクリル酸、メタク
リル酸、またはマレイン酸のような不飽和カルボン酸と、任意選択的に軟化モノマーとの
共重合体であり、共重合体中の酸基のある部分がナトリウムまたは亜鉛のような金属イオ
ンで中和されたアイオノマー樹脂であってもよい。「サーリン（Ｓｕｒｌｙｎ）（登録商
標）」のようなアイオノマーは、イー・アイ・デュポン・ドゥ・ヌムール・アンド・カン
パニー（Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ）（
デュポン（ＤｕＰｏｎｔ））によって販売されている。
【００２７】
　ある実施形態では、約２３０℃～２５８℃の範囲の溶融温度（Ｔm）および０．５８～
１．１の固有粘度（ＩＶ）を有するＰＥＴホモポリマーまたは共重合体のポリエステルと
０．００５～７モル％のスルホン酸コモノマーとの共重合体とのブレンド。このようなＰ
ＥＴは時々「ボトル樹脂」または「ＣＰＥＴ樹脂」と言われ、ヴォリジアン（Ｖｏｒｉｄ
ｉａｎ）製の「９９２１」または約２４５℃～２５８℃の範囲のＴmおよび０．６７～１
．１の固有粘度（ＩＶ）のＰＥＴホモポリマーもしくは共重合体を含むバルクポリエステ
ルのようなＤＡＫアメリカス（ＤＡＫ　Ａｍｅｒｉｃａｓ）製の「レーザー（Ｌａｓｅｒ
）＋」のようなものを含む。約２４５℃～２５８℃の範囲のＴmおよび０．７２～０．９
の固有粘度（ＩＶ）のＡ　ＰＥＴホモポリマーまたは共重合体を使用することができる。
【００２８】
　本明細書で使用されるポリエステルとスルホン酸コモノマーとの共重合体には、共重合
体が少なくとも約５０モル％のエチレンテレフタレートを含み、ポリマーの残りがスルホ
テレフタル酸もしくは５－スルホイソフタル酸、それらの塩および／またはそれらのエス
テル形成性同等物のような、スルホ（すなわちスルホン酸）部分を含むコモノマーに由来
するような量でテレフタル酸またはテレフタル酸ジメチルのようなテレフタル酸ジエステ
ルおよびエチレングリコールを含む（またはそれらから誘導された）任意のポリマー（Ｓ
ＰＥＴ）が含まれる。スルホン酸含有ポリエステルの例には、ポリエチレンテレフタレー
ト・５－スルホイソフタレートナトリウム三元共重合体、ポリエチレンテレフタレート・
５－スルホイソフタレートナトリウム三元共重合体とポリエーテルエステルエラストマー
ブロック共重合体とのブレンド、ポリエチレンテレフタレート・５－スルホイソフタレー
トナトリウム三元共重合体とポリエチレンテレフタレートとのブレンド、ポリエチレンテ
レフタレート・５－スルホイソフタレートナトリウム三元共重合体とエチレン／アクリル
酸共重合体とエチレン／アクリル酸メチル共重合体とのブレンド、ポリエチレンテレフタ
レート・５－スルホイソフタレートナトリウム三元共重合体とエチレン／アクリル酸共重
合体とエチレン／アクリル酸ｎ－ブチル共重合体とのブレンドが挙げられる。
【００２９】
　共重合体は中和形に（すなわちアルカリ、アルカリ金属または金属塩の形に）あること
ができる。塩形にある場合、これらの共重合体はまたポリエステルアイオノマー、スルホ
ネートポリエステルまたは金属スルホネートポリエステルとしても知られる。用語「スル
ホン酸含有ポリエステル共重合体」は本明細書では、塩形をはじめとする、かかる共重合
体を意味するために用いられる。好適なポリエステルアイオノマーはまた米国特許第６，
４３７，０５４号明細書に見いだすことができる。好ましいコモノマーは５－スルホイソ
フタル酸であり、そのエステル形成性同等物は５－スルホ－１，３－ベンゼンジカルボン
酸１，３－ジメチルエステルのナトリウム塩（５－スルホジメチルイソフタレートナトリ
ウムとしても知られる）である。５－スルホイソフタル酸（またはエステルおよび／また
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は塩をはじめとする同等物）へのエチレングリコールおよびテレフタル酸の共重合から誘
導されるポリエステル共重合体が好ましい。
【００３０】
　ポリエステルとスルホン酸との共重合体には、ランダム共重合体またはブロック共重合
体が含まれる。ランダム共重合体は、共重合体のコモノマーがすべて一緒に同時に混合さ
れ、縮合している共重合体である。これは、共重合体の端から端までスルホン酸部分のラ
ンダム分布をもたらす。ブロック共重合体は、テレフタル酸コモノマーおよびエチレング
リコールコモノマーを混合し、スルホン酸コモノマーを加える前にそれらを部分縮合させ
ることによって製造される。生じたブロック共重合体は、本質的に均一なポリエチレンテ
レフタレートの「ブロック」または領域とスルホン酸部分がテレフタル酸およびエチレン
グリコール部分間にランダムに分布している領域とを有する。
【００３１】
　例えば、ランダムまたはブロック共重合体は、組成物を形成するためにバルクポリエス
テルとブレンドするための約０．００５～約７モル％（もしくはそれ以上）のスルホン酸
コモノマーを含むことができる。ランダムまたはブロック共重合体は、酸素スカベンジャ
ーをさらに含んでもよい。
【００３２】
　「中間層」、「内部層」および「内層」は、その主面の両方が構造体の別の層に直接接
着された多層構造体の任意の層を意味する。「外層」および「外部層」は、その主面の２
つ未満が構造体の別の層に直接接着された多層構造体の任意の層を意味する。すべての多
層構造体は２つ、たったの２つの外層または外部層を有し、そのそれぞれは主面が多層構
造体のたった１つの他の層に接着している。「内側層」は、多層構造体の他の層に比べて
流体に最も近い、例えば、流体移動のための多層構造体の外層または外部層を意味する。
「内側層」はまた、異形押出ダイを通して同時に共押出された複数の同心円状に配置され
た層の最内部層を意味する。内側層は、異形材またはチュービングの内側の表面を形成す
る層に関して用いられる。「外側層」は、多層構造体の他の層に比べて流体から最も遠い
、流体移動のための多層構造体の外層を意味する。「外側層」はまた、異形押出ダイを通
して同時に共押出された複数の同心円状に配置された層の最外層に関して用いられる。外
側層は、異形材またはチュービングの外側の表面を形成する層に関して用いられる。
【００３３】
　層に適用される際、「直接接着された」は、介在するタイ層、接着層、または他の層が
存在しない、サブジェクト層のオブジェクト層への接着である。対照的に、本明細書で用
いる際、単語「間」は、２つの他の特定層間に存在すると表現される層に適用されるとき
に、サブジェクト層がその間に存在する２つの他の層のどちらかまたは両方への直接接着
の欠如の包含だけでなく、サブジェクト層がその間に存在する２つの他の層間での、２つ
の他の層へのサブジェクト層の両直接接着を含む、すなわち、１つ以上の追加の層をサブ
ジェクト層とサブジェクト層がその間に存在する１つ以上の層との間に置くことができる
。
【００３４】
　用語「コア」および「コア層」は、多層構造体に適用されるところでは、２つの層を互
いに接着するための接着剤または相溶化剤としての機能を果たす以外の主要機能を有する
任意の内部層をそれぞれ意味する。コア層は、多層構造体に所望レベルの強度（すなわち
、弾性率）および／または光学、および／または追加される耐乱用性、および／または明
確な不透過性を提供することができる。
【００３５】
　「タイ層」または「接着層」は、２つの層を互いに接着するという主要目的を有する任
意の内部層を意味する。タイ層は、その上に極性基を有する任意のポリマー、またはさも
なければ非接着性のポリマーを含む隣接層への十分な層間接着を提供する任意の他のポリ
マーを含むことができる。
【００３６】
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　タイ層組成物は、上に開示されたそれらのスルホン酸由来ポリエステル組成物を含むこ
とができる。それらはまた、スルホン酸由来共重合体のＰＥＴ（例えば、高いＩＶを有す
るＰＥＴおよび／または分岐ＰＥＴおよび／またはコポリエステル）とのブレンドを含ん
でもよい。本組成物はまた、上記（例えば、１８重量％のＥｎＢＡＧＭＡおよび／または
１０００ｐｐｍのＮａ+を提供するための有機酸のナトリウム塩の包含）のように強化お
よび／または核形成されてもよい。本組成物は本明細書ではナトリウム対イオンを含有す
るとして一般に記載されるが、リチウム、カルシウムおよび亜鉛のような他の対イオンが
使用されてもよい。低融点ＳＩＰＡ－ＰＥＴ共重合体は、幾つかの多層構造体で特に有用
であるかもしれない。
【００３７】
　ポリエステルまたはコポリエステルは、それがスルホン酸に由来する繰り返し単位を含
むか含まないかにかかわらず、テレフタル酸、イソフタル酸、ナフタレンジカルボン酸、
アゼライン酸、セバシン酸、グルタル酸、またはそれらの２つ以上の組み合わせをはじめ
とする酸に、およびエチレングリコール、プロピレングリコール、ブタンジオール、シク
ロヘキサン－ジメタノール、イソソルビド、ポリエチレングリコール、またはそれらの２
つ以上の組み合わせをはじめとするジオールに、ならびに任意選択的にトリメリット酸、
ペンタエリスリトール、またはそれらの組み合わせをはじめとする分岐剤に由来する繰り
返し単位を含むことができる。
【００３８】
　「バルク層」は、多層構造体の耐乱用性、靱性、弾性率などを上げるという目的のため
に存在する構造体の任意の層を意味する。バルク層は、耐乱用性、弾性率などに無関係の
ある特定の目的を提供する構造体中の他のポリマーと比べて一般に安価であるポリマーを
含むことができる。
【００３９】
　「バリア」および「バリア層」は、多層構造体に適用されるところでは、１種以上のガ
スに対するバリアとしての機能を果たす構造体または層の能力を意味する。パッケージン
グ技術では、酸素（すなわち、ガス状Ｏ2）バリア層は、当業者に公知であるように、加
水分解されたまたは鹸化されたエチレン／酢酸ビニル共重合体（「ＨＥＶＡ」、エチレン
／ビニルアルコール共重合体（ＥＶＯＨ）とも言われる）、ポリアルコールエーテル、ポ
リ塩化ビニリデン、ポリアミド、ポリアクリロニトリル、ポリエステル、全芳香族ポリエ
ステル、レゾルシノールジ酢酸ベースのコポリエステル、ポリアルコールアミン、イソフ
タレート含有ポリエステル、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）およびＰＥＮ共重合体
ならびにそれらの混合物などを含む。これらの材料はニートでまたは、ナノコール（Ｎａ
ｎｏｃｏｒ）、サザーン・クレー・プロダクツ（Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　Ｃｌａｙ　Ｐｒｏｄ
ｕｃｔｓ）、レオックス（Ｒｈｅｏｘ）などから入手可能なもののような、（バリアを改
善するための）ナノ粒子の添加でのような、それらの物理的特性を改善するためにさらに
改質されて使用されてもよい。
【００４０】
　「スキン層」は、概略描かれた多層構造体の外側層を意味し、このスキン層は乱用にさ
らされる。
【００４１】
　「流体－または製品－接触層」は、チュービング中に保持されつつあるまたは移されつ
つある流体製品と直接接触するチュービングのような多層構造体の層を意味する。多層構
造体では、製品接触層は常に外層である。製品接触層は、製品と直接接触した、パッケー
ジの内側層（すなわち、最内部層）である。
【００４２】
　多層構造体は、スルホン酸由来ポリエステル組成物を含む少なくとも１つの外部層と少
なくとも１つの内部コア層とを含むことができる。多層構造体は少なくとも３つの層を含
むことができる。本発明は、成形されるべき材料および層の数で限定されない。
【００４３】
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　多層構造体のある実施形態は、ボトル・プリフォームとして射出成形し、そして次にボ
トルへブロー成形することができる２材料、３層構造体である。この実施形態では、２つ
の外部層は上記のようなスルホン酸由来ポリエステル組成物を含み、内部層はバリア材料
のような、異なる材料を含む。プリフォームおよびボトルのような物品のために、一外部
層は物品の外側面を提供し、他の外部層は物品の内側面を提供する。
【００４４】
　本発明はまた、例えば、３材料、４または５層構造体でも同様に実に有用である。３材
料が４層オブジェクトを形成する本発明のこの実施形態では、典型的な用途は２内部層か
らなるプラスチック容器向けであろうし、一層は通常ガススカベンジャー性のためのその
ガスバリア性について選択されるであろうし、他の内部層は構造層またはリサイクル層の
ようなある他の特性について選択されるであろう。コア／バリア層に隣接する層は、上記
のようなスルホン酸由来ポリエステル組成物を含む。プリフォームおよびボトルのような
物品については、一外部層は物品の外側面を提供し、他の外部層は物品の内側面を提供す
る。
【００４５】
　内部コア層の目的の１つはバリア層としてであり、その場合、水分感受性バリア層が円
筒形ボトル、容器などのような成形品内に必要とされるかもしれない。液体内容物から離
して、こうしてバリア層の性能を高めることができる、そして内容物に同じバリア効果を
提供するためにより少ない容量のバリア材料をさえ必要とし得るより低い相対湿度環境の
、容器の外側壁の方へバリア層をシフトさせることが有利であるかもしれない。別の例示
は、酸素スカベンジング層の使用についてであり、そのスカベンジング能力はより高い相
対湿度にあることおよび／または外側壁に近いこととは反対に内容物により近いことによ
って高められるかもしれない。さらに、より厚い容器外層は、外側からスカベンジング層
への酸素移動を減速させるので、外層がより薄い場合より少ない酸素透過を可能にするで
あろう。内容物により近いスカベンジング層のスカベンジング能力はまた、ポリエステル
樹脂中におよび容器の内容物中に残された残留酸素を充填工程中に除去するであろう。
【００４６】
　内部コア層はバリア層であることができ、１つ以上のポリアミド（ナイロン）、エチレ
ン／ビニルアルコール共重合体（ＥＶＯＨ）、ポリ塩化ビニリデン、ポリカーボネート、
またはそれらの２つ以上の組み合わせを含むまたはそれらから製造することができ、ＢＰ
－アモコ（ＢＰ－Ａｍｏｃｏ）「アマソーブ（Ａｍａｓｏｒｂ）」、およびコバルトのよ
うな重金属とＭＸＤ６ナイロン（すなわち、ポリメタキシレンアジパミドホモーおよび／
またはコーポリアミド）またはＥＶＯＨとの化合物であって、材料を通る酸素透過を可能
にするよりもむしろ、それでの化学スカベンジング反応でのように、コバルトがナイロン
またはＥＶＯＨを酸素に対して反応性にする化合物のようなスカベンジャー材料を含むこ
とができる。バリア材料とかかるスカベンジャーとの組み合わせは、バリア性およびスカ
ベンジャー性の両方を提供するかもしれない。ポリマー中への金属パワーの組み入れは電
磁気エネルギーバリア層を提供することができる。
【００４７】
　「ＥＶＯＨ」は、エチレン／ビニルアルコール共重合体を意味し、鹸化されたまたは加
水分解されたエチレン／酢酸ビニル共重合体を含み、約２７～４４モル％のエチレンを有
するビニルアルコール共重合体を意味し、例えば、酢酸ビニル共重合体の加水分解によっ
て製造される。加水分解の程度は好ましくは約５０～１００モル％、または約８５～１０
０モル％である。ＥＶＯＨは、クラレ（Ｋｕｒａｒａｙ）（エバルカ（Ｅｖａｌｃａ））
からエバル（Ｅｖａｌ）（登録商標）および日本合成（Ｎｉｐｐｏｎ　Ｇｏｓｈｅｉ）か
らノルテックス（Ｎｏｌｔｅｘ）（登録商標）として入手可能である。
【００４８】
　ポリアミドには、ポリアミド６、ポリアミド９、ポリアミド１０、ポリアミド１１、ポ
リアミド１２、ポリアミド６，６、ポリアミド６，１０、ポリアミド６，１２、ポリアミ
ド６Ｉ、ポリアミド６Ｔ、ポリアミド６Ｉ，６Ｔ、ポリアミド６，９、ならびにテレフタ
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ル酸および／またはイソフタル酸とトリメチルヘキサメチレンジアミンとから、アジピン
酸、アゼライン酸、２，２－ビス－（ｐ－アミノシクロヘキシル）プロパンから、テレフ
タル酸と４，４’－ジアミノシクロヘキシルメタンとから製造されたポリアミド、または
それらの２つ以上の組み合わせが含まれ得る。
【００４９】
　ポリアミドは、アミノ基とカルボン酸基との間に少なくとも２個の炭素原子を有するモ
ノアミノモノカルボン酸もしくはそのラクタムの、実質的に等モル割合のアミノ基間に少
なくとも２個の炭素原子を含有するジアミンおよびジカルボン酸の、または実質的に等モ
ル部分のジアミンおよびジカルボン酸と一緒に、上に定義されたようなモノアミノカルボ
ン酸もしくはそのラクタムの重合をはじめとする、当業者に公知の任意の方法によって製
造されてもよい。このジカルボン酸はその官能性誘導体、例えば、塩、エステルまたは酸
塩化物の形で使用されてもよい。例えば、米国特許第４，７５５，５６６号明細書、米国
特許第４，７３２，９３８号明細書、米国特許第４，６５９，７６０号明細書、および米
国特許第４，３１５，０８６号明細書を参照されたい。使用されるポリアミドはまた、１
種以上のポリアミドを１種以上のポリマー強化剤または共重合体エラストマー強化剤とブ
レンドすることによってしばしば製造される「強化ナイロン」と言われるものの１つ以上
であってもよい。これらのタイプの材料の例は、例えば、米国特許第４，１７４，３５８
号明細書、米国特許第４，４７４，９２７号明細書、米国特許第４，３４６，１９４号明
細書、米国特許第４，２５１，６４４号明細書、米国特許第３，８８４，８８２号明細書
、および米国特許第４，１４７，７４０号明細書に与えられている。かかる方法はよく知
られているので、その説明は簡潔にするために本明細書では省略される。
【００５０】
　ポリアミドには、ポリアミド６、ポリアミド９、ポリアミド１０、ポリアミド１１、ポ
リアミド１２、ポリアミド６，６、ポリアミド６，１０、ポリアミド６，１２、ポリアミ
ド６Ｉ、ポリアミド６Ｔ、ポリアミド６Ｉ，６Ｔ、ポリアミドＭＸＤ６（すなわち、ポリ
メタキシレンアジパミドホモ－および／またはコ－ポリアミド）、ポリアミド６，９、そ
の共重合体、テレフタル酸および／またはイソフタル酸およびトリメチルヘキサメチレン
ジアミンから、アジピン酸、アゼライン酸、２，２－ビス－（ｐ－アミノシクロヘキシル
）プロパンから、アジピン酸およびｍ－キシレンジアミンから、ならびにテレフタル酸お
よび４，４’－ジアミノシクロヘキシルメタンから製造されたポリアミド、またはハニー
ウェル（Ｈｏｎｅｙｗｅｌｌ）製のアエギス（Ａｅｇｉｓ）TMもしくは三菱ガス化学株式
会社／ナノコール（Ｍｉｔｓｕｂｉｓｈｉ　Ｇａｓ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ／Ｎａｎｏｃｏ
ｒ）製のイムパーム（Ｉｍｐｅｒｍ）TMのような商業的に入手可能なもののようなポリア
ミド・ナノ複合材料をはじめとするそれらの２つ以上の組み合わせが含まれる。
【００５１】
　適切な量の様々な添加剤が組成物、およびタイ層などをはじめとする、その構造層中に
存在することができる。添加剤には、酸化防止剤、放射線安定剤、熱安定剤、および紫外
（ＵＶ）光安定剤、着色剤、顔料または染料、フィラー、ＴｉＯ2のような艶消剤、スリ
ップ防止剤、タルクのようなスリップ剤、可塑剤、粘着防止剤、帯電防止剤、他の加工助
剤、エラストマー、またはそれらの２つ以上の組み合わせが含まれる。
【００５２】
　これらの材料はまた、美学または光バリアにおいて追加の機能性を加えるために、乳白
剤、着色剤、顔料または染料で彩色するまたは着色することもできる。二酸化チタン（Ｔ
ｉＯ2）およびカーボンブラックのようなフィラーは好適な乳白剤であり、ＴｉＯ2は白色
を与えてＵＶおよび可視光からの保護のための不透明度を提供するので、かつ、それは外
部層を黒色にすることに比較してそれを着色することがより容易であるので、ＴｉＯ2が
好ましい。ＴｉＯ2はまた外部層で白色顔料として使用することもできる。同様に、カー
ボンブラックは、同じ目的で不透明度を提供するための黒色顔料として有用である。液体
着色剤は、カラーマトリックス（Ｃｏｌｏｒｍａｔｒｉｘ）またはホーランド・カラーズ
（Ｈｏｌｌａｎｄ　Ｃｏｌｏｒｓ）のような供給業者から入手可能である。
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【００５３】
　多層構造体は、ポリエステルを含む少なくとも１つの外部層と少なくとも１つの不透明
内部コア層とを、または少なくとも３つの層を含むことができる。本発明は、成形される
べき材料および層の数で限定されないが、３－、５－および７－層対称構造体のような対
称構造体である（すなわち、中心コア層の両側について同一である層の並びを有する）。
【００５４】
　本発明の多層構造体の実施形態は、ボトル・プリフォームとして射出成形し、そして次
にボトルへブロー成形することができる２材料、３層構造体である。この実施形態では、
２つの外部層はスルホン酸由来ポリエステル組成物を含み、内部層は、バリア材料のよう
な異なる材料を含む。プリフォームおよびボトルのような物品については、一外部層は物
品の外側面を提供し、他の外部層は物品の内側面を提供する。
【００５５】
　外部層および非ポリエステルバリア層の両方でポリマー材料としてスルホン酸由来ポリ
エステル組成物（ＳＰＥＴ）を含む、かかる３層構造体の例には、
　ＳＰＥＴ／ポリアミドＭＸＤ６／ＳＰＥＴ、
　ＳＰＥＴ／ポリアミド６／ＳＰＥＴ、
　ＳＰＥＴ／ポリアミド６，６／ＳＰＥＴ、
　ＳＰＥＴ／６と６Ｉ，６Ｔとのポリアミドブレンド／ＳＰＥＴ、
　ＳＰＥＴ／ポリアミド６Ｉ，６Ｔ／ＳＰＥＴ、
　ＳＰＥＴ／ポリアミド６／６，６／ＳＰＥＴ、および
　ＳＰＥＴ／（ＥＶＯＨ）／ＳＰＥＴ
が挙げられる。
【００５６】
　ＳＰＥＴまたはポリアミド層は、必要ならば、任意の糸に着色することができる。上記
のいかなるものもまた、中心内部層と各外部層との間に異なる組成物の層付きで外部層と
同じ組成物の層が中心内部層である、５層対称構造体にあることができる。着色剤、乳白
剤、および／またはフィラーのような添加剤は中間層の任意のものまたはすべて中に存在
することができよう。リサイクリングのためには、色は好ましくは層２および／または４
中にならびにポリアミドまたはＥＶＯＨのような材料中に存在する。
【００５７】
　本発明はまた、ポリエステル組成物の中心内部構造層を取り囲む２つのタイプの内部層
を含むプラスチック容器のような３材料、４－または５－層構造体であって、一層がその
ガスバリア性またはガススカベンジャー性のために存在することができ、他の内部層がそ
のＵＶおよび可視光保護のためにおよび／または構造層もしくはリサイクル層のような幾
つかの他の特性のために選択することができる構造体で有用であることができる。外部層
はポリエステル組成物を含むことができる。プリフォームおよびボトルのような物品につ
いては、一外部層は物品の外側面を提供し、他の外部層は物品の内側面を提供する。別の
実施形態では、バリア層はまた、色／光バリア層としての機能を果たすことができる。
【００５８】
　５層構造体の例には、
　ＳＰＥＴ／（ポリアミド６Ｉ，６Ｔとのポリアミド６ブレンド）／ＥＶＯＨ／（ポリア
ミド６Ｉ，６Ｔとのポリアミド６ブレンド）／ＳＰＥＴ
が挙げられる。
【００５９】
　７層構造体の例には、
　ＰＥＴ／ＳＰＥＴ／ポリアミド／ＥＶＯＨ／ポリアミド／ＳＰＥＴ／ＰＥＴ
が挙げられる。７層ケースでは、ＳＰＥＴ層が外部層であることは必要とされない。
【００６０】
　一内部コア層は、円筒形ボトル、容器などのような成形品内で水分感受性バリア層であ
ることができる。それはバリア層を液体内容物から離して、容器の外側壁の方へシフトさ
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せるかもしれず、こうしてより低い相対湿度環境でそれはバリア層の性能を高めて内容物
に同じバリア効果を提供するためのバリア材料の容量を減らすことができる。別の例示は
酸素スカベンジング層の使用についてであり、そのスカベンジング能力は、より高い相対
湿度にあることおよび／または外側壁に近いこととは対照的に内容物により近いことによ
って高められるかもしれない。さらに、より厚い容器外層は、外側からスカベンジング層
への酸素移行を減速するので、外層がより薄い場合より少ない酸素透過を可能にするかも
しれない。内容物により近いスカベンジング層のスカベンジング能力はまた、容器の内容
物中に残された残留酸素を充填工程中に除去するであろう。
【００６１】
　熱充填ボトルは加熱された液体で充填されるボトルであり、ボトル構造体は、加熱され
た液体で充填されるときに変形または他の悪影響に抵抗するかもしれない。
【００６２】
　典型的な熱充填ボトルは、下記から選択された構造を有してもよい。
　ＳＰＥＴ／高温樹脂／ＳＰＥＴ、および
　ＳＰＥＴ／高温樹脂／ＳＰＥＴ／高温樹脂／ＳＰＥＴ
【００６３】
　高温樹脂はＰＥＴの延伸範囲で延伸することができる。分岐ＰＥＴは、延伸温度ウィン
ドウの上端でボトルをブローするときに壁分配を維持することを有利に助けることができ
よう。
【００６４】
　耐温度性樹脂（高温樹脂）には、デュポンから入手可能なセラー（Ｓｅｌａｒ）（登録
商標）ＰＡおよび非晶質ナイロンのナイロン６、ナイロン６，６、ポリアミド６Ｉ、ポリ
アミド６Ｉ，６Ｔ、またはＭＸＤ６ナイロンのような他のポリアミドとのブレンドのよう
な、非晶質ナイロンが含まれる。
【００６５】
　酸素スカベンジャーを耐温度性層中に含めることができる。
【００６６】
　ＳＰＥＴ容器の製造の代表は、（ｉ）密閉底中空プリフォームを射出成形または押出成
形する工程、（ｉｉ）プリフォームを、ブロー成形温度、普通はバルク・プリフォーム材
料のガラス転移温度範囲の約１０℃～４０℃（１８°Ｆ～７２°Ｆ）上に再加熱する工程
、（ｉｉｉ）プリフォームを、延伸棒を用いてブロー金型で軸方向に延伸する工程、およ
び（ｉｖ）軸方向延伸と同時に、それが所望の形状をとるようにプリフォームをブロー金
型の壁に向かって外向きに二軸拡張させるように圧縮空気をプリフォーム中へ導入する工
程を含むことができる。
【００６７】
　最終所望容器形へのそれに続くブロー成形に合わせられた射出成形プリフォームは、プ
リフォームが所望の形状へ容易におよび最小限の再加熱でブロー成形されるのを可能にす
る、かつ、その中での過度の結晶化材料の存在によって引き起こされる完成品／プリフォ
ームでの望ましくない亀裂または曇りの形成を回避する大部分は非晶質の材料を含んでも
よい。さらに、物品／プリフォームはアセトアルデヒド（溶融ポリエステルの共通の分解
生成物）の許容できるレベルを有し、そして汚染物質または欠陥がないかもしれない。
【００６８】
　容器形状への後のブロー成形のためのプリフォームの射出成形は、因子のあるバランシ
ングを含み得る。例えば、ロサト（Ｒｏｓａｔｏ）、ロサト著、ブロー成形ハンドブック
（Ｂｌｏｗ　Ｍｏｌｄｉｎｇ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ）、ニューヨーク州ニューヨーク、Ｈａ
ｎｓｅｒ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ、１９８８年を参照されたい。また、米国特許第５，９
１４，１３８号明細書、米国特許第６，５９６，２１３号明細書、米国特許第５，９１４
，１３８号明細書、および米国特許第６，５９６，２１３号明細書も参照されたい。
【００６９】
　ボトル・プリフォームの射出成形は、様々な層の溶融材料を金型中へ運び、そして溶融
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材料を放冷することによって行うことができる。金型は、金型の外面から内端に内向きに
伸びる第１空洞、物品形成空洞、および第１空洞を物品形成空洞に連結するゲートを含む
。ゲートは、第１空洞の内端で入口オリフィスと、物品形成空洞の方へ通じる出口オリフ
ィスとを画定する。物品形成空洞は典型的には、ゲートの反対側端で軸方向に集中した投
影の円筒形であってもよい（しかし他の輪郭が考慮される）。溶融材料はゲートを通って
空洞へ流れ込み、空洞を満たす。成形は、中空容量を包含する「開口」端および「閉鎖」
端ありの実質的にチューブである物品を提供する。その後のブロー成形後に開口端はボト
ルのネックを提供してもよく、閉鎖端はボトルのベースを提供してもよい。成形は、開口
端での様々なフランジおよび突起部がキャップのための、補強リブおよび／または閉鎖手
段、例えば、ねじ山を提供するようなものであるかもしれない。主に非円形容器向けに、
肉厚を変えるためのパリソン・プログラミングおよび壁分配を調節するためのダイ成形が
、得られるパリソンを改善されたブロー成形性能に向けて修正するために用いられてもよ
い。
【００７０】
　材料の輸送は、溶融物ソースからゲートの入口オリフィスの近くまで伸び、少なくとも
部分的に第１空洞内に存在する細長いブッシングを含む。このブッシングは、排出オリフ
ィスで終わる細長い軸方向の通路をそれによって画定する。「ゲート区域」は、それ故、
組み立てられた金型およびブッシングによってブッシングの排出オリフィスとゲートの出
口オリフィスとの間に画定される。理想的には、このゲート区域はシステム／装置の部分
であり、その部分で「ランナーレス」射出装置で存在する溶融相から完成物品のガラス相
への材料の転移は材料の順次「ショット」間の時間中に起こる。
【００７１】
　溶融材料（すなわち、溶融物）の「ショット」の射出中に、溶融物はブッシングの排出
オリフィスから流れ出て、ブッシングの排出オリフィスとゲートの入口との間のギャップ
を通って、ゲートを通って、金型の物品形成空洞に流れ込む。温度はブッシング中でその
最高結晶溶融温度より上に維持され、そして金型の温度は材料の最低ガラス転移温度より
十分に下に維持されるので、各ショットの大半は金型の物品形成空洞中でそのガラス状態
へ急速に冷える。これは、材料温度が任意の相当な長さの時間その特有の結晶化範囲内に
留まらないので、低い結晶性レベルを有するプリフォーム（すなわち、実質的に非晶質の
ＰＥＴまたは他の類似の結晶性ポリマーで構成される物品）をもたらす。
【００７２】
　各「ショット」の終わりに射出圧力は一般に、溶融物が金型の物品形成空洞中へ適切に
充填されることを確実にするために約１～５秒間溶融物に対して維持される。その後、溶
融物への射出圧力は解除され、物品は約１０～２０秒間金型中で放冷される。その後、金
型は開けられ、物品はそれから取り出され、金型は再び閉じられる。後者の工程はおよそ
約１０秒を要する。溶融材料の温度は、システム／装置のゲート区域で一連の材料「ショ
ット」間の時間間隔中に、制御されたやり方でその溶融相温度とそのガラス（堅い）相温
度との間を移行してもよい。
【００７３】
　多層プリフォーム成形のために、溶融材料は、それらが同心円層の層流を形成するよう
に環状ダイから金型中へ射出されてもよい。例えば、３層プリフォームでは、内側層およ
び外側層はポリエステル組成物を含み、内部層は、例えば、バリア材料のような異なる材
料を含む。溶融材料は、内部層用の材料が入る前に外側層および内側層用の材料が金型空
洞に入り、そして空洞の端から端まで層流の先端を形成するように金型中へ導入される。
しばらくの間、３層は３層同心円層流で金型空洞に入る。次に、内部層用の材料の流れは
停止され、外側および内側層用の材料は層流の後縁を提供する。流れは、全体空洞が満た
されるまで続き、後縁はゲート区域でそれ自体シールしてまたは融合してプリフォームの
密閉端を形成する。３材料、４層プリフォームのための成形法は、２つの異なる材料が２
内部層用に提供されることを除いて同様である。
【００７４】
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　プリフォームの断面での様々な層の位置決めは、コアの位置の相対的シフティング、な
らびにまた成形品での内側および外側層の相対的な厚さを可能にするための内側および外
側層の相対体積流量を制御することによって調節することができる（米国特許第６，５９
６，２１３号明細書を参照されたい）。
【００７５】
　４層または５層オブジェクトを形成するための３材料の成形は、２内部層（そのガスバ
リア性またはガススカベンジャー性のために選択された１層、およびそのＵＶ保護のため
にまたは構造層もしくはリサイクル層のようなある他の特性のために選択された他の内部
層）を含むプラスチック容器を含むことができる。５層オブジェクトでは、追加の内部構
造層がこれらの内部層間に存在することができる。ガスバリア性および／またはガススカ
ベンジャー性の先端は、２内部層の１つが成形オブジェクトの外周周りのその浸透の点で
一様であることを好む。この一様な浸透は、この第１流動内部層の先端が速度分布のゼロ
勾配で始まるように、この１内部層の流れを、第２内部層の流れを開始する前に開始する
ことによって達成することができる。第２内部層の流れのそれに続く開始は、第１内部材
料の遅れた流動部分をゼロ勾配からオフセットするが、一様な先端は第１内部層の最初の
流れによってゼロ勾配で固定される。３材料、５層オブジェクトは、追加の内部ポリエス
テル層が２つの上述の内部層間に置かれるであろうことを除いて、同様な配慮をして製造
することができる。
【００７６】
　内部層のそれぞれのかかる相対的な厚さおよび位置は、最終成形オブジェクトの特性を
高めるように選ぶことができる。例えば、内部層の１つがガススカベンジャーである場合
、ガススカベンジャー層の選ばれる位置は、容器の外層を通ってのガスのスカベンジャー
への透過速度を下げるために、かつ、容器の内容物からのガススカベンジングの速度を上
げるために最内内部層であってもよい。かかる位置は、スカベンジャー層の目的が大気外
部から容器へ浸透するガスを吸収することである場合、容器内容物の貯蔵寿命を延ばすか
もしれない。別の例として、最外内部層の位置は、容器を満たすことになっている飲料の
内容物の１００％相対湿度から離して容器を取り巻く大気のより低い相対湿度により近い
壁中の位置までかかるバリア層を移動させることによって、前述のＥＶＯＨまたはＭＸＤ
６ナイロンのような水分感受性ガスバリア層の性能を高めることができる。
【００７７】
　ボトルは、射出ブロー成形または押出ブロー成形によって製造することができる。本発
明のボトルを製造するために、プリフォームを、それが所望の形状を取るように、造形金
型中で再加熱し、（上にまとめられたように）同時軸方向延伸およびブローイングによっ
て二軸拡張させることができる。ネック領域はブロー成形操作によって影響を受けないが
、プリフォームの底部および特に壁は延伸され、薄くされる。外部層および内部層の生じ
た厚さは、ボトルに、その中に詰められた製品を含有させ、そして保護させるために十分
な強度およびバリア性を提供するかもしれない。
【００７８】
　ボトルは炭酸飲料、ビール、ジュース、アイソトニック飲料、ミルクおよび他の乳製品
などのような液体を詰めるために特に有用であることができる。ミルクは酸素ならびに紫
外および／または可視光からの保護を必要とする。炭酸飲料は二酸化炭素がボトルから抜
け出るのを防ぐバリアを必要とする。二酸化炭素がボトルから抜け出るのを防ぐことに加
えて、ビールボトルはまた酸素および光（特にＵＶ）バリアを必要とする。ＰＥＴビール
ボトルのケースでは、ポリマー中の溶解酸素でさえも潜在的な味問題を提示し、それは１
５％ほどに少ないスルホン酸コモノマー含有率での酸素スカベンジャーで軽減することが
できる。ジュースおよびアイソトニック飲料もまた酸素からの保護を必要とする。本発明
のボトルに詰められてもよい他の液体には、食用油、シロップ、ソース、赤ん坊食品のよ
うなピューレ、および医薬品が含まれる。モーター油、ガソリンのような燃料、石鹸、洗
剤、農薬製品などもまた詰められてもよい。粉末、顆粒および他の流動性固形分もまた本
発明のボトルに詰められてもよい。製品の幾つかは、本発明のボトル中へ入れられるとき
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に加熱されてもよい（すなわち、熱充填されてもよい）。
【００７９】
　容器は本明細書ではボトルとして一般に記載されているが、バイアル、ジャー、ドラム
および燃料タンクのような他の容器が、本明細書の組成物および物品から本明細書に記載
されるように製造されてもよい。おもちゃ、パネル、家具および自動車部品のような他の
物品もまた同様に製造されてもよい。
【００８０】
　次の実施例は単に例示的なものであり、本発明の範囲を限定するものとして解釈される
べきではない。
【００８１】
　特に明記しない限り、すべての百分率、部などは重量による。
【実施例】
【００８２】
　スルホン酸コモノマーまたはその塩を含むポリエステル組成物は、標準方法に従って製
造した。
【００８３】
実施例１
　本実施例は、テレフタル酸（またはテレフタル酸ジメチル）、エチレングリコールおよ
び５－スルホイソフタル酸ジメチルナトリウム（酸成分を基準にして１．７モル％）のコ
ポリエステルであった。該共重合体のＩＶは０．５６であった。
【００８４】
使用される他の材料
　ＰＥＴ－１：バンベルゲル・ポリマーズ（Ｂａｍｂｅｒｇｅｒ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ）か
ら商品名コサ（ＫｏＳａ）TM１１０１で入手可能な、約２５２℃の溶融温度（Ｔm）およ
び０．８３の固有粘度、１．３９ｇ／ｃｃの密度および０．８３ｇ／ｃｃの見かけ嵩密度
を有するＰＥＴ組成物。
　ＰＡ－１：三菱ガス化学／ナノコールから商品名ＭＸ６００７で入手可能なＭＸＤ６ポ
リアミド。
　ＥＶＯＨ－１：クラレ（エバルカ）から商品名エバルTMＦ１０１で入手可能な約３２モ
ル％エチレンを含有するエチレン－ビニルアルコール共重合体。
　ＥＭＡＭＡ－１：バイネル（Ｂｙｎｅｌ）（登録商標）２２Ｅ８１０のようなデュポン
から入手可能な、無水マレイン酸変性エチレン／アクリル酸メチルグラフト共重合体。
【００８５】
実施例２～５
　ブレンド組成物は、様々な量の実施例１組成物をＰＥＴ－１とドライブレンドすること
によって製造した。組成物を表１にリストする。
【００８６】
表１

【００８７】
実施例６～１０
　表１に報告するブレンド組成物（実施例２～５）およびポリアミド組成物を、標準条件
を用いて上記のように射出成形して外部バルク層としてブレンド組成物をおよび内部バリ
ア層としてポリアミド組成物を有する３層ボトル・プリフォームを製造した。（　）内の



(15) JP 5383040 B2 2014.1.8

10

20

30

40

50

数字が重量％を示して、構造体を表２に示す。比較例Ｃ１、Ｃ２およびＣ３を同様に製造
した。
【００８８】
表２

【００８９】
実施例１１
　表１に報告するブレンド組成物（実施例５）およびＥＶＯＨ－１組成物を、標準条件を
用いて上記のように射出成形して外部バルク層としてブレンド組成物を、および内部バリ
ア層としてＥＶＯＨ－１組成物を有する３層ボトル・プリフォームを製造した。構造体を
表３に示す。比較例Ｃ４を同様に製造した。
【００９０】
表３

【００９１】
実施例１２～２０
　表２および３にリストするプリフォームを、標準条件を用いて上記のようにブロー成形
して３層について５ミル／０．５ミル／５ミルの呼びサイド肉厚を有するブロー成形ボト
ルを提供した。
【００９２】
　接着強度：層間接着強度を試験するために、ストリップをブローンボトルの側壁の中央
近くからカットした。あるいはまた、同じ構造および厚さを有する多層シートを共押出に
よって製造して接着試験用のサンプルを提供した。層間接着性を評価するために層を外部
層／内部層界面で分離し、引っ張った。
【００９３】
　あるいはまた、多層プリフォームをプリフォームの長さに沿ってカットしておおよそ０
．２５インチ幅の「ｕ」形断面を生み出した。「ｕ」断面を両端で保持し、撚り力をかけ
る。比較例Ｃ２、Ｃ３およびＣ４はこのやり方で容易に層間剥離した。実施例６、７およ
び９は、分離を開始するためにナイフの刃を使用したときでさえ、分離するのが極めて困
難であった。実施例８は対照Ｃ２より分離するのが困難であったが、実施例６、７または
９ほど分離するのが困難ではなかった。
　次に、本発明の好ましい態様を示す。
1.　少なくとも１つの外部層に接着された少なくとも１つの内部コア層を含むまたはそれ



(16) JP 5383040 B2 2014.1.8

10

20

30

40

50

から製造されかつさらにポリエステルと０．００１～７モル％のスルホン酸コモノマーに
由来する繰り返し単位とを含む共重合体をさらに含むまたはそれから製造された多層構造
体であって、該構造体が共押出され、共射出され、またはそれらの組み合わせであり、そ
して該スルホン酸コモノマーがスルホベンゼンジカルボン酸、該酸の塩、該酸のエステル
、該塩のエステル、またはそれらの２つ以上の組み合わせを含む構造体。
2.　前記外部層が（１）前記共重合体、（２）バルクポリエステルと前記共重合体とのブ
レンド、または（１）と（２）との組み合わせを含むまたはそれから製造され、そして前
記スルホン酸コモノマーが前記酸の金属塩であり、そして該金属塩がカルシウム塩、亜鉛
塩、リチウム塩、ナトリウム塩、またはそれらの２つ以上の組み合わせを含み、そして該
バルクポリエステル対該共重合体の比が好ましくは０．１：９９．９～９９．９：０．１
または７５：２５～９９．９：０．１である、上記１に記載の構造体。
3.　前記バルクポリマーが少なくとも約６５重量％、もしくは少なくとも約８０重量％の
ポリエチレンテレフタレートホモポリマー、ポリエチレンテレフタレート共重合体、また
はそれらの組み合わせを含む組成物を含む、上記２に記載の構造体。
4.　前記ポリエチレンテレフタレートホモポリマーまたはポリエチレンテレフタレート共
重合体が約２３０℃～約２５８℃または約２４５℃～約２５８℃の範囲の溶融温度、およ
び０．５８～１．１または０．６７～０．９または０．６７～１．１の範囲の固有粘度を
有する、上記２に記載の構造体。
5.　前記共重合体がランダムコポリエステル、ブロックコポリエステル、またはそれらの
組み合わせを含む、上記１～４のいずれか一項に記載の構造体。
6.　前記共重合体を含むまたはそれから製造された少なくとも１つの層と、ポリアミド、
エチレン／ビニルアルコール共重合体、ポリ塩化ビニリデン、エチレン・酢酸ビニル共重
合体、エチレン／（メタ）アクリル酸アルキル共重合体、ポリオレフィンおよびポリオレ
フィン共重合体、ポリカーボネート、またはそれらの２つ以上の組み合わせを含むまたは
それから製造された少なくとも１つの層とを含むまたはそれらから製造された、上記１～
５のいずれか一項に記載の構造体。
7.　前記共重合体を含むまたはそれから製造された少なくとも１つの層と、ポリアミド、
エチレン／ビニルアルコール共重合体、またはそれらの組み合わせを含むまたはそれから
製造された少なくとも１つの層とを含むまたはそれらから製造された上記１～５のいずれ
か一項に記載の構造体であって、該ポリアミドがポリアミド６、ポリアミド９、ポリアミ
ド１０、ポリアミド１１、ポリアミド１２、ポリアミド６，６、ポリアミド６，１０、ポ
リアミド６，１２、ポリアミド６／６，６、ポリアミド６Ｉ、ポリアミド６Ｔ、ポリアミ
ド６Ｉ，６Ｔ、ポリアミド６，９、ポリアミドＭＸＤ６、ポリアミドＭＸＤ６の共重合体
、ポリアミド・ナノ複合材料、またはそれらの２つ以上の組み合わせを含む構造体。
8.　前記共重合体を含むまたはそれから製造された少なくとも１つの層と、ポリアミド６
、ポリアミド６，６、ポリアミド６Ｉ，６Ｔ、ポリアミドＭＸＤ６、ポリアミド６／６，
６、およびポリアミド・ナノ複合材料をはじめとするポリアミドを含むまたはそれから製
造された少なくとも１つの層とを含むまたはそれらから製造された上記１～５のいずれか
一項に記載の構造体であって、該共重合体がポリエチレンテレフタレート・５－スルホイ
ソフタレートナトリウム三元共重合体、ポリエチレンテレフタレート・５－スルホイソフ
タレートナトリウム三元共重合体とポリエーテルエステルエラストマーブロック共重合体
とのブレンド、ポリエチレンテレフタレート・５－スルホイソフタレートナトリウム三元
共重合体とポリエチレンテレフタレートとのブレンド、ポリエチレンテレフタレート・５
－スルホイソフタレートナトリウム三元共重合体とエチレン／アクリル酸共重合体とエチ
レン／アクリル酸メチル共重合体とのブレンド、ポリエチレンテレフタレート・５－スル
ホイソフタレートナトリウム三元共重合体とエチレン／アクリル酸共重合体とエチレン／
アクリル酸ｎ－ブチル共重合体とのブレンドを含む構造体。
9.　前記共重合体を含むまたはそれから製造された少なくとも１つの層と、エチレン／ビ
ニルアルコール共重合体を含むまたはそれから製造された少なくとも１つの層とを含むま
たはそれらから製造された、上記１～５のいずれか一項に記載の構造体。
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10.　多層構造体を含むまたはそれから製造された物品であって、該物品が射出成形中空
物品、ブロー成形ボトル、または両方であり、該構造体が上記１～９のいずれか一項で特
徴付けられるようなものであり、そして該物品、該構造体、または両方が任意選択的に少
なくとも１つの酸素スカベンジャーを含む物品。
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